
平成２９年１月 

平成２８年度水力発電事業化促進事業費補助金（水力発電事業性評価支援事業）①水力発電事業性評価事業 実施概要 

万仁田沢水力発電所事業性評価調査事業 

 

１．調査の目的 

万仁田沢に流れ込む農業用水路（名称：立科１号幹線）において、流量調査・測量設計・地質調査・および

災害リスク評価を行い、調査結果による基本設計により事業性評価を行う。 

 

２．調査の内容 

（１）事業者名 

    株式会社シーエナジー 

（２）事業期間 

    平成２８年８月２日～平成２８年１２月３０日 

（３）調査を実施する発電所の概要 

a.型  式 ： 水路式 

b.使用水量 ： ０．４５m3/s 

c.有効落差 ： １４１．３７ｍ 

d.出  力 ： ５３２kW 

３．平成 28年度の事業実施概要 

①流量調査 

流量観測を行い、万仁田沢水力発電にて採用する使用水量の検討を実施した。 

②測量業務 

測量業務を行い、取水槽と発電所位置の正確な高低差と、水管ルート周辺および発電所設置位置周辺、

沈砂池設置位置周辺の地形について把握した。 

③概略設計 

概略設計を行い、万仁田沢水力発電の水管ルートおよび発電所設置個所の選定を実施した。 

④地質調査 

地質調査を行い、万仁田沢水力発電の取水槽・水管および発電所および沈砂池の設置に係る安全性を

評価した。 

⑤災害リスク評価 

災害リスク評価を行い、急斜面が崩壊する可能性がある位置を調査し、斜面崩壊に対するリクの洗い

出しを行う事で、発電設備の設置の可否を検討した。 

⑥概略事業性の評価 

流量観測および測量設計結果により発電規模を確定するとともに、災害リスク評価に基づく設備保護

の考察を行い、総合的に評価して事業実施が可能であるかの評価を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．調査の成果等 

  測量業務によって詳細な地形図を作成し、設備の設置位置を図面にプロットした。 

  （その他調査結果から得られた情報を、図面内に記載する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．事業スケジュール 

項  目 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

流量調査      

地形測量      

地質調査等      

災害リスク調査      

概略事業性評価      

 

  

 ボーリング調査状況 現場写真（中間地点）Ａ 

 

現場写真（急勾配地点）Ｂ 

既設管 

既設管 

：新設管想定ルート ：新設管想定ルート 

 

本地点には、既設上部水槽から万仁田沢に流れ込む既設管があるが、水力発電設備と 

しての強度を満足できない管仕様であるため、新規に水管を敷設する。 ：新規敷設 

調査結果により算出した 

各数値および発電出力 

・使用水量：０．４５m3/s 

・有効落差：１４０．８５m 

・発電出力：５３０kW 

＜災害リスク調査の結果および対策＞ 
・急勾配地点①・②について斜面の崩壊状況および地質調査の結果、表層１～2ｍほどに緩
い崩積土が認められものの、その直下に硬質の地層が認められるため、今後も大規模な
崩壊が発生することは考えにくいが、表層に見えている転石の落下による設備損傷が想
定される。 

・発電所設置予定位置は、急勾配地点 Bの直下にあたるため、落石による建屋損傷が想定
される。 

・万仁田沢の洪水水位は、50 年土石交じりの想定においても、水位 1231.76m であり、発
電所建屋(水車中心 1234.97で 3.21m余裕あり)への影響は無いと想定される。 

・上記の対策として、急勾配地点には、ネット工法等にて落成防止対策を実施するととも
に、発電所は RC構造として落石に対する強度を確保した構造を計画する。 

急勾配地点① 

急勾配地点② 

写真Ａ 

写真Ｂ 


